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Abstracts．

On ‘‘ Sumiyosi　Maru ，
”

aDiesel 　Eleetr茸c　Tug．

　By 　T．　Ozaki，　 KogakuSi，　 Asso（珂α ‘8　Member ．

　　　
‘‘Snmiyosi　Maru’

”is　the　first　Diesel・electric 　tug　built　in　Japan ，　 of 　 which 　the　 speed

　　　 co 旦 trol　is　 of 　Ward ・Leonard　 system ．　 That　was 　 designed　 and 　 equipped 　 at　 Kawasaki

　　　 Dock　Yard 　Co．
，
　Ltd．　for　their　own 　use ．　 That 　was ，　also ，　equipped 　with 　as　power　plant

　　　 to　supply 　electrjc 　power 　for　electric 　weld 洫 g　and 　compressed 　air　to　ships 　in　harbeur．

　　　　 The 　descriptions　of 　hu1】
，
　propelling　maeh 血 eries

，
　power 　plant，　trial　trtps　 and 　 tow 血 g

　　　 tests　are 　successively 　8et　forth．

　本船は川崎造船所が 自家用曳船兼動力供給船 と して 計晝 、 設計 ．建造 した もの で ，推進方式に ヂ ー

ゼ ル TV ク ト リ ツ ク方式 を探用 し．操舵機 ．揚錨機 ．車地機等補機全設 に 亙 り電機 を用 ひ ．尚動力供

給用 とし て 交流發電機．筌気圧搾機 を裝備 して あ るlk 特徴 を有す る もの で ある 。

　ヂ ーゼ ル エ レ ク F リ ツ ク方式に 依 る推進方式の 探用 は本邦 に 於 て は其の 例 少 く．曳船 に 之れを探用

した の は本船が 最初の もの で あ る。

　以下 本船の 船體概要 ．推進設備及操縱、動 力供 給設備 及海上諸試驗 の 成績 に就 き報告す る 。
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　本船 は主 と して 瀰戸港内 に 於 け る船舶 の 岸壁 離着 ． 浩海曳航及浮標 繋留 中 の 船舶 へ の 電 力及圧搾室

気の 供給を目的 とす る もの で あ る 。 方形龍骨 、楕圓形船尾 ．斜立形般首 を有 し．4 箇 の 支水隔壁 を以

つ て 艙内を 5分 し 、 中央部 を機關室 に 、後部 を倉庫．荷物膾に 、 前部 を船員室及倉庫に 當て
、 更 に荷

物艙下 部 に清水 艙を、船員室下 に撚料油膾を設 けて ある 。 徇上甲板上 に は食堂、無Wt室　．賄室 ．便所．

宰
株式會社川縛造船所
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 げ

燈具 庫、甲板 庫を設 けて あ る。 （第 1圖は一般配 置を示す ）

　本般の 船體 は參考 の た め舵 を附けた 模型 を製作 し て 大阪帝大工 學部試驗水槽で そ の 抵抗を測定 し

た。

　推進器 の 要 目は下の 通 りで あ る Q

　　直 徑 2’200 米 　 數 　 2

　　篩 　 　 　 　 　 2’300米 　 　 　 　 　 　 囘 轄 方 向 　 　 外 　 　 廻

　 展 開 面 積　　　　2’376・ns方米　　　　　　　　i　 材　　　　料　　　　マ ン ガ ン 青銅
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
　 翼　　　 數　　　　3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　推　進 　設 備

　く第 2 圖 は機 關室 一般配 置 を示 す ）

　次 に 箇 々 に 就 い て 概略 を記す 。

　主ヂ ーゼ JL機關 　 2 臺

　本機は出力 500 軸馬力、毎分 囘轉數 500 の 單働 4 サ イ ク ル 無気噴油式で發動笛數 6 箇．笛直徑

300 粍、行程 3SO 粍 で ある 。

　本機は常に 一定速 力 で 主 發電機 を驅動す る もの で あ る 。 本機 の 速 度調篩 は調速分銅 の 運動 に 依 つ て
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レ ク ト リ ツ ク 曳船 佳 吉 丸 に 就 い て 、 尾崎辰之功 」塑

油圧篤管制弁 を動か して 圧 力を有す る油 を油圧笛内に 逡 り．之に 依つ て 撚料喞筒撚料管制 軸を動か し

て 行ふ もの で ある 。

　主　發　電 機　　2 臺

　本機は ヂ ーゼ ル 機關に直結され ．出力 330　KW
． 毎分 囘轉數 500 に して 、勵磁 は 他勵差働複捲式

で あ る。 差働直捲線輪は負荷の 繪大せ る場合自動的 に 發電機電圧 を降下 せ しめ、ヂ ーゼ ル 機 關 の 過負

荷 を防止 す る 。 他勵主界磁線輪囘路 に は主 管制盤 に ポ テ ン シ ヨ メ ー
タ
ー
式自働界磁調整器 が あ つ て ．

之れに 依 つ て發電機 の 發生電圧竝 に 極性 を變 じ． 發電機 と ワ ー ド レ オ ナ ー ド接績をな して ゐ る推進電

動機の 速度及囘轉方向を管制す る 。

　推 進 電 動 機 　 2 臺 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．
唱

　本機 は各
一100 軸馬力 ， 毎分囘轉數 18G に し て推 進器 に 直結 され 、其 の 界磁 は他勵式に し て 、常に

一定 の ．勵磁 を受けて 居る 。

’
本機 の 電動子 は管制盤上 の 主切換開閉器 を經て發電機 に接續 されて 居 る 。 通 常は電動子 の 囘轉方 向

及速 力は左右爾舷 を全然獨位 に 管制す る こ とが 出來る 。

　補 助 發 電 機 　 2 臺 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

　出力 25KW 、毎分囘轉數 2
，
000 に して 左右舷 に 1 臺 宛あ り主發電機軸か らベ ル ト に依 り運轉 さ

れる 。 此の 2 臺 を竝列 に接績 して 推進電動機、圭發電機の 勵磁竝 に 船内補助電動機の 電源 と して 使用
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され る 。

　配 　　電　　盤

　推進裝置用 とし て 左右兩舷機に對 し各主齢 ！盤が あ る 。 本盤に は ポ テ ン シ ヨ メ ー一　e 一式自動界磁調

整器 、同操作用押釦．操縱切換開閉器 、過負荷繼電器 ．主切換開閉器、制御囘路用電磁接觸器及推進

裝置用勵磁開閉器等が ある 。

　推 進 管 制 器

　本器は船橋上 2 箇所に 設置 さ れ 、各 々 2 箇の 把手 が あ つ て 兩舷電動機 を單獨 に 管制 す る こ とが 出

來 る。 何れ も前後進共 7 ノ ツ チ の 速度管制 を行ふ こ とが 出來 る。
こ の 外 に 般橋に 制御囘路接斷器 ．

管制器轉換用押釦及電動機 の 出 力を指示す る指示電力計が あ る 。

　電 動 操舵裝 置

　操舵電動機 は 3 馬力毎分囘轉數 6〔IO の もの で
， 電動發電機を有 す る ワ ー ド レ オ ナ ー ド制御方 式の

もの であ る。 操舵管制器は押釦式 に し て ．そ の 前部に 取付 け られた 舵角指 示器 を見 な が ら 2 箇の 押

釦で機關室内の 操舵用電動發電機 の 界磁 に 正 又 は負の 勵磁 を與へ 操舵電動機 を制御す る 方式の もの で

あ る。

操 縱 に 就 い て
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推　進　準　備

　 1． 2 臺の ヂ ーゼ ル 機關 を起動す る。

　 2． 2 ｝の補助發電機 を定電圧 に發電せ しめ竝列に 補助囘路 に接績す る。

　 3． 操舵用電動發電機 ． 推進電動機冷却用電動通風機其の 他必要な補助囘路 に逡電す る。

　4． （イ）管制盤上 の 主切換開閉器 を上側に 投す （兩舷機 を獨立に管制す る場合）。

「

　　　（・ ）操縱切換開閉器 を船橋操縱側 に 投す。

　　　（ハ ）推進裝置勵磁開閉器を閉づ 。

以上 は機關室内に於 ける準備で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　 ヒ

　 5・ 推進 管制器 の 担手が兩舷共 0 ノ ツ チ に あ る こ とを確めた後 、制御囘路 を そ の 推進管制 器側

　　に移す。 次 に制御囘路接斷器 を閉つれ ば．管制盤上の 電磁接觸器が 閉ぢて 、推進電動機は勵磁
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s

　　を受けるが ．主發電機の ガは其の 勵磁 囘路は閉ぢ るが ポ テ ン シ ヨ メ ーター式 自動界磁調整器が

　　築衡状態に あるた め勵磁さ れす ．從つ て推進電動機 は靜止 の 状態に あ る
。
・

以上 1 よ り 5 まで に て 推進準備は完了し7t：の で ある。

　 6・船橋にA ける操縱　　　　　　・

　　　推進管制器 の 2 箇の 把手 を夫 々 所要の ノ ツ チ に 進 むれ ば．管制盤上 の 自動界磁調整器 の 刷

　　子は夫 々 推進管制器 の ノ ツ チ に 相當す る位置 ま で移動 し、兩舷 の 發電機を勵磁 して 推進電動機

　　を所要の 囘轉數まで 加速せ しめる。

　 7．推進管制器の 選撮　　　　　　　　　　　　　　　　
’
　　　　　　　 ・

　　　一方 の 推進管制器 に て操縱中．他 の 管制器 に て 操縱す る必要 を生 じた場合に は 、其ゐ側 に行

　　き推進管制器の 轉換用押釦を押せ ぱ ．全制御囘路が直ちに 其の 管制器側に 切換さ られ 、 前管制

　　器 の 把手 の 位置 とは無關係 に新 に操縦 を開始する こ とが 出來 る 。

　8． 推進電動機の 停止及本船急停止

　　　推進電動機を停止す るに は推進管制器の 把手 を 0 ノ ツ チ に戻 せば よい 。 5〈ftを要す る場合に

　　は制御囘路接 斷器 を開 き全制御囘路 を遮斷 して もよい o

　　　前進 中 の 本船 を急に停止 す る場合に は管制の 把手 を後進 7 ノ ツ チ に進むれぱ よ い
。

　 9．機械室内に於ける操縱

　　　機械室内に於 て 管制す る必要 を生 じた 場合に は 、管制盤上 の 操縱切換開閉器 を船橋側 よ り機

　　械室側に 轉 じて ．操縱用押釦に て 自動界磁調整器 を制御すれば よ い 。

　 10．片舷機使用の 場合

　　　片舷 の ヂーゼ ル 發電機叉 は其の 管制裝置に故障を生 じた場合には、一且制御囘路 を斷ちた る

　　後、故障 して ゐ る側の 主發電機の 主切換開閉器 を下側に投 じ．
1臺の 主發電機に て 2 臺 の 推進

　　電動機を運轉するや うに主囘路 の 切換をなす。 此 の 場合の 操縱の 順序は通常遐轉 ど同樣で あ る
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が 、 推進管制器 の 把手 は片側 を使用す るの み で あるか ら、2 臺 の 推進電動機の 囘轉芳向竝に速

度は 同一
とな り、そ の 負荷 も Y， に制限 され る

。 （第 3 圖 は 電 路 接績 の 略圏 で あ る ）

動 力 供 給 設 備

交 流 電 力供給　　　　　　　　　　 一

　左舷ヂ ーゼ ル 發電機 の 軸の 前端に 400KVA の 三相交流發電機 を直結 し 、繋留 中b般舶に電気 熔接

其 の 他 の 用途に使用す べ き電力 を供給す る 。

　圧搾空気の 供給

右舷ヂ ーゼ ，囈 電機轍 電儼 手 樋 じて 室気圧攤 殖 結 して ある・ 圧羅 は 緞 圧搾式竪型喞

筒に して 、鵬 庄力鮃 施 8 瓩 ・

，
額 毎時 8°° 立方米の もの で あ る ・

’
直流電 力の 供給

　室気圧搾機側の ヂーゼ ル 機關の 餘力 を利用 し て ．そ の 側の 發電機 よ り 220V ．130　KW の 直流電力

を船外 に 依給する こ とが 出來 る 。

　倚交流發電機の 負荷の 小なるときは此 の 側 の 主發電機か ら直 流電力 を船外に供給す る と とが 出來

る 。

海 上 諸 試 驗 に 就 い て

本船 は艤装完成後岸壁牽引試驗 、 速力試驗 ．曳航試驗 及操縦試驗 を施行 し其 の 性能 を調査 した 。 以

下其の 概略を記 す 。

　岸 壁 牽引 試驗

川驪 漸 擁 工 鞴 岸の ビ バ を弼 1し．s 瓲の張力計を脚 て 4 ル チ か ら 7 ノ ッ チ まで の

計測をした 。 第 4 圖は主軸囘轉數、軸馬力及牽引力 の 關係 を示 す もの で あ る。 徇 同圖中 に 推進器 の

性能 を推算 して 囘轉數、軸馬力及牽引力 を記 入 した 。 こ れ に 就 い て 見 る に ．囘轉數に 對 して 軸馬力 は

大 凡實測 と推算 と同 じ傾 向で あ るが 、牽引力は兩者性質 を異に して ゐ る 。 之れは牽引力測定 の 不備に

基 くもの で ．完備 した方法に 依れば推算の もの と同 じ性 質の もの となつ て ．低囘轉に於 ける牽引力が

實測よ りも大 に な る筈 と思はれ る。

　 逋　力　試　驗
’

第

’

咽 燉 駢 標柱で師 した勘 轍 の 成績を記 入 した調 醐 中歓 蹄 大蹕 部試 驗網 で

測定 した有効馬力 を附記 した 。 之れ に就 V ・ て 見 る に
一
見甚 だ効率 が惡 V・や うで ある が ・本般は 昭和 11

年 3 月 24 日進 水後岸壁に繋留し艤装完成後も入渠せ す ． 速 力試驗は同年 7 月 29 日に施行 された

の で、 其の 間般底可な り汚損せ る状態に あ つ た故 と思はれ る 。

　 曳　航 試 驗
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

　本般 の 性能確認の ため更 に 昭和 11 年 8 月 20 日敏馬沖標柱 で曳航試驗 を施行 した 。

　第 1 囘曳航試驗

　油艙船運油丸（推進機關を持たす）曳航 。 運 油丸は長 さ 126 呎 4 吋 、 幅 26 呎で 曳航當時滿載歌態

で あ り．且般底極 めて 汚損せ る歌態で あつ た 。 本般 よ り約 50 米の 距離で 曳航 し、張 力計 の 力量 の 都

合 で 7 ノ ツ チ は計測せ す．4．5、及 6 ノ
’
？チ ゐ 3 種類を 1 往復宛計測 した 。

　第 2 囘曳航試驗

　第 1 囘試驗絡了後遐油丸 の 後方約 20 米の 距離 に 曳船高砂丸 を連結 し、2 隻 を 1 列 に 曳航 した 。

第 1 囘試驗 と同樣 4．5、6 ノ ツ チ の 3種類に 就き各 1往復宛計測 した 。 高砂丸 の 主要寸法 は長 さ 90

灰 ．巾 26 呎 6 吋 、深 11 呎に し て 使用状態 の ま 」訣驗に使用 し た の で ある。 （第 5 固 に 曳航試驗 の 成

績 を 記入 して あ る ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　本試驗 中被曳航船め針路 が安定せす其の 都度舵を取 つ たの で ．張 力計 の 針 は可 な り烈 し く變動 した

の で あるが ．干均 と考 へ られ る數字 を取上 げた もの が第 5 圖 に示 す もの で ある 。 勿論冩力、囘轉數の

計測に も同樣の 不 正確さ を菟れ ない の で あるが 、推進器 の 性能 を推算 して 見る と兩囘共 生 ノ ツ チ の 場

合及第 1 囘の 5 ノ ツ チ の 場合は多少張力が 大 き く讀 まれた ら し く思 はれ る 。

　操　縱　試　驗

　單獨航走中全 力 7 ノ ツ チ か ら O ノ ツ チ に移 した場 合．推進電動機 の 停止 まで 42 秒 、本船停止 ま

で 1 分 20 秒 を要 した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 結 　 　　　 語

　海上諸試驗の 結果 、 曳艢 に 電気推進方式採用の 理 由 と して 舉 げ られて ゐ る諸點例 へ ば

　　 1． 船橋に於ける操縱自由な るこ と。

　　 2・ 任意の 速 力で 全 力 を發揮 し得 る こ と。

　　 3． 反轉簡易な る こ と 。

　　 4・ 強力な牽引力を得 る こ と。

　　 5・ 微速 囘轉自由な る こ と。

等 の 諸項 目を實現 し得た こ とが分つ た 。

　倚動力供給船 と して の 性能 に 就 い て は．就役後殆 ど全部の 日時を之れに 當て た實績に 鑑み ．最 も有

能な こ とを實證 した の で ある
。
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機 　 關 　 項 　 目

麌數

22211211113111

型 式

K6WVu 　so1
：s

直 流 防 滴 型

直 流 全 閉 型

交 流 開 放 型

二 段 圧 搾 式

直 流 防 滴 型

直 流 防 滴 型

直 流 防 滴 型

tt 勲 竪 型

手 動 横 型

ウ ィ ン グ 型

直 流 防 滴 型

電 　 動 　 式

電 　 動 　 式

囘 蒋 敷

　 　 500

　　 　500

　 　 180

　 　 500

　　　　500

　 　 2，000

　　　1，
600

600

諸 　 タ ン 　 　 ク

名　　　　　　 稱 容　　　　量 箇　數 名　　　　　　　稱 容　　　　量 箇　數

起 　動　用 　気　蓄　器 30at　400L 1 シ　　　　リ　　　　ン　　　〆　　　一　　　〜由　　　槽 50L 1

気 雷 用　気 蓄 器 40L 1 グ　 リ　 ー　 ス 　油　椿 50L 1

燃　　料　　油　　槽 6，5001． 2 潤 　滑　油 　 々 　 溜 　槽 1，000L 1

常　用 　燃　料　油　槽 6COL 2 清　　 　 水 　　　　槽 5．000L 1

燃　料　油　疏 　油　槽 50L 1 〃 9，
000L 1

豫　備　潤 　滑　油 　槽 300L 2

討 論

　O 座長（和辻春樹書） 只今 の御講演に就 きま して御質問ヌ．は御討論が あ りませ ん か 。 御質問の 方

　が あ りませ ん樣で した ら私か らr 言御禮申上げます。 尾崎君 は我が國で も最 も新しV ・試 として Diesel，

　 electri 　c　 pr。pulsionを探用 された曳船住吉丸 に關 し て御詮明に な り、 そ の 設計内容．各種試驗の 結

　果を精細に 亙 つ て 御發表 に な りまし て ．誠に 有難 うご ざい ま した 。
Diesel　eleetric 　propu！sion は色、

◆
々 特徴 を有 し て居 りますが 、我が 國で は今 日迄餘 り採用 され ませ ん で したが ．全世界 に於 きま し て は

　可 な りの隻數に の ぼ り、約 50〜 60 隻 もある樣 に記憶 い た し て 居 ります が ．主 と し て 小型般 ．即ち

　 tug　boat に多 く探用 されて 居 ります。 大型船につ き まし て は space の 問題 ．重心 の 問題等の 關係で
’
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有利な點 もあ ります るが 、 未 だ用ひ られ て 居 りませ ぬ。 以前 trans−Atlantic　linerに就 い て の 計畫 を

paper で 見ま しftが ．こ れ も design だけで 未 だ實現 に 至 らぬ樣で あ ります 。 し か しな が ら Diesel

engine の 囘轉數が 高 くな る に 從 つ て high　power 　engine も製作 されて 將來 は大型般に も採用を見 る

樣に な る の で な い か と思ひ ます。
で は只今 の 有釜な る御講演 に 對 して 例 に よ りま して 皆 さん と共 に拍

手 を以 て 御禮 を申上 げ ます。 （一同拍手 ）
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